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米
国
の
国
家
情
報
機
関
（N

ational 
Intelligence Council, N

IC

） は
、
バ

イ
デ
ン
大
統
領
が
施
政
方
針
演
説
を
す
る

直
前
の
２
０
２
１
年
４
月
26
日
に
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ト
レ
ン
ド
Ｇ
Ｔ
２
０
４
０
」

を
発
表
し
、
同
大
統
領
の
長
期
戦
略
を
公

開
し
た
。
８
年
前
の
２
０
１
３
年
の
Ｇ
Ｔ

２
０
３
０
で
は

（
１
）「
２
０
３
０
年
に
は
米
国
は
単
独

覇
権
国
で
は
な
く
、
同
レ
ベ
ル
の
中
で
ト

ッ
プ
に
な
る
、

（
２
）
ア
ジ
ア
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
・
人
口
・
軍
事

費
・
技
術
開
発
に
も
と
づ
く
パ
ワ
ー
に
お

い
て
、
北
米
・
欧
州
を
凌
駕
し
、
パ
ッ
ク

ス
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
は
消
滅
す
る
、

と
記
載
し
て
世
界
に
衝
撃
を
与
え
て
い
た
。

　

今
回
の
Ｇ
Ｔ
２
０
４
０
で
は
、
人
口
動

態
・
環
境
・
経
済
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
四

つ
の
分
野
を
「
構
造
的
要
因
」
と
し
て
取

り
上
げ
、
こ
の
要
因
の
長
期
的
な
流
れ
と

し
て
２
０
４
０
年
の
世
界
の
シ
ナ
リ
オ
を

次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

　

①
民
主
主
義
の
復
活　

米
国
を
中
心
と

す
る
民
主
主
義
国
家
が
覇
権
的
リ
ー
ダ
ー

の
存
在
を
強
化
、
経
済
が
安
定
し
成
長
し

て
行
く
。

　

②
漂
流
す
る
世
界　

専
制
主
義
中
国
と

米
国
を
中
心
と
す
る
民
主
主
義
国
家
と
の

勢
力
争
い
で
世
界
は
分
断
さ
れ
安
定
し
な

い
。
競
争
的
共
存
の
時
代
に
入
り
、
米
国

と
中
国
が
経
済
発
展
を
優
先
し
、
強
固
な

貿
易
関
係
が
継
続
し
、
戦
略
的
競
争
が
存

在
す
る
の
で
、
大
戦
争
の
リ
ス
ク
は
低
い
。

　

③
分
離
し
た
サ
イ
ロ　

世
界
は
米

国
、
中
国
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
ロ
シ

ア
、
複
数
の
地
域
大
国
に
分
断
さ
れ
、
経

済
・
安
全
保
障
が
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
形
成
さ

れ
、
核
兵
器
は
拡
散
す
る
。

　

④
悲
劇
と
流
動
化　

米
国
の
凋
落
で
中

国
と
Ｅ
Ｕ
主
導
の
世
界
に
な
る
。
環
境
変

化
が
も
た
ら
す
気
候
変
動
、
資
源
枯
渇
、

食
料
危
機
、
貧
困
が
発
生
し
、
ま
と
ま
り

の
な
い
国
家
群
に
な
る
。

　

Ｇ
Ｔ
２
０
４
０
で
の
日
本
に
対
す
る
記

述
を
み
る
と

　

①
高
度
に
教
育
さ
れ
た
国
、
技
術
的
に

革
新
的
な
経
済
、
貿
易
と
サ
プ
ラ
イ
・
チ

ェ
ー
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
不
可

欠
な
地
位
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
・
そ
の
他
地

域
に
お
け
る
大
国
で
あ
る
こ
と
は
不
変
で

あ
る
。

　

②
最
大
の
貿
易
国
で
あ
り
地
域
の
主
要

な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
中
国
と
同
盟
国
で
あ

る
米
国
の
経
済
に
大
き
く
依
存
し
続
け
る
。

同
時
に
豪
州
と
印
度
、
台
湾
な
ど
と
安
全

保
障
と
経
済
と
の
関
係
で
一
層
多
様
化
し

て
ゆ
く
。

　

③
人
口
減
少
と
マ
ク
ロ
経
済
の
課
題
に

直
面
す
る
。
労
働
力
の
減
少
、
柔
軟
性
の

な
い
移
民
政
策
、
低
い
需
要
と
低
経
済
成

長
、
貯
蓄
率
の
低
下
、
政
府
債
務
の
増
加
、

先
進
国
で
最
も
古
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

④
２
０
４
０
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
イ
ン
ド

に
抜
か
れ
第
４
位
に
な
る
。

　

日
本
は
「
世
界
に
影
響
を
及
ぼ
す
パ
ワ

フ
ル
な
国
家
」（
米
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、

イ
ン
ド
、
Ｅ
Ｕ
）
で
は
な
く
な
る
。
つ
ま

り
「
主
要
国
」
か
ら
消
え
て
し
ま
う
（
英

国
も
主
要
国
に
入
っ
て
い
な
い
）。

　

Ｇ
Ｔ
２
０
４
０
発
表
直
後
の
28
日
に
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
両
院
合
同
総
会
で
施

政
方
針
を
発
表
し
、
米
国
が
１
９
８
１
年

の
レ
ー
ガ
ン
政
権
（
共
和
党
）
か
ら
採
っ

て
き
た
新
自
由
主
義
政
策
を
反
省
し
、
内

政
と
外
交
両
面
で
大
胆
に
政
策
転
換
す
る

と
宣
言
し
た
。

　
「
新
自
由
主
義
」
は
シ
カ
ゴ
大
学
教
授

で
あ
っ
た
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

（
１
９
１
２
―
06
年
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学

賞
受
賞
）
が
１
９
７
０
年
代
に
提
唱
し
、

１
９
８
１
年
１
月
に
就
任
し
た
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
（
共
和
党
）
か
ら
米
国
が
採
用
し

て
き
た
。
そ
の
骨
格
は
「
市
場
万
能
主

義
」（
自
由
化
と
規
制
緩
和
）、「
小
さ
い

政
府
」（
累
進
課
税
廃
止
、
富
裕
層
に
減

税
）。
富
裕
層
の
消
費
と
投
資
で
経
済
が

発
展
し
成
長
す
る
（「
ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ

ン
、
滴
り
落
ち
る
」）
と
い
う
理
屈
で
あ

る
。
ま
た
経
済
成
長
は
金
融
政
策
だ
け
で

行
う
。

　

新
自
由
主
義
政
策
を
採
用
し
た
結
果
、

（
１
）「
小
さ
い
政
府
」
に
す
る
た
め
に

社
会
福
祉
予
算
削
減
、
ド
ル
高
政
策
の
結

果
、
米
国
企
業
は
中
国
に
サ
プ
ラ
イ
・
チ

ェ
ー
ン
を
設
置
し
、
米
国
国
内
で
は
、
雇

用
の
喪
失
、
産
業
空
洞
化
、
技
術
の
移
転

で
国
力
弱
体
化
。

（
２
）
個
人
所
得
税
と
法
人
税
を
引
き
下

げ
―
―
結
果
は
「
ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン
」

は
機
能
せ
ず
。
米
国
は
債
務
国
へ
転
落

（
１
９
８
５
年
）。

（
３
）「
ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン
」
と
い
う

理
論
は
「
実
証
性
に
乏
し
い
政
治
的
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
過
ぎ
な
い
」（
ジ
ョ
セ
フ
・
ス

テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
、

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
）。

　

新
自
由
主
義
政
策
は
「
国
民
の
富
を
１

％
の
富
裕
層
に
集
中
す
る
」
政
策
（
貧
富

の
差
が
拡
大
、
社
会
不
安
増
加
）
に
過
ぎ

な
い
。

米国バイデン大統領は長期ビジョン米国バイデン大統領は長期ビジョン
を発表、新自由主義を反省を発表、新自由主義を反省


